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写
経
生
の
書
状

正
倉
院
文
書
に
み
る
古
代
下
級
官
人
の
実
態

―

─

（
奈
良
産
業
大
学

情
報
学
部
）

桑

原

祐

子

は
じ
め
に

奈
良
の
正
倉
院
に
は

華
麗
な
宝
物
と
と
も
に

一
万
数
千
点
に
も
及
ぶ
正
倉
院
文
書

、

、

（
１
）

が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
多
数
は
、
東
大
寺
写
経
所
の
事
務
帳
簿
で
あ
る
が
、
帳
簿

（
２
）

の
紙
背
に
あ
る
、
日
本
最
古
の
戸
籍
、
税
金
徴
収
の
台
帳
で
あ
る
計
帳
、
地
方
の
財
政

決
算
報
告
書
で
あ
る
正
税
帳
な
ど
の
律
令
公
文
が
夙
に
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
律
令
公
文
は
、
不
要
に
な
っ
た
後
、
写
経
所
で
リ
サ
イ
ク
ル
利
用
さ
れ
た
め
偶
然

残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
倉
院
文
書
の
中
心
は
東
大
寺
写
経
所
の
文
書
と
帳

簿
な
の
で
あ
る
。

八
世
紀
の
原
資
料
で
あ
る
東
大
寺
写
経
所
の
文
書
や
帳
簿
は
、
編
纂
さ
れ
た
文
献
資

料
で
は
知
り
得
な
い
奈
良
時
代
の
下
級
官
人
達
の
役
所
で
の
生
活
を
様
々
に
語
っ
て
く

れ
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
残
し
た
書
状
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う

に
し
て
仕
事
を
得
る
た
め
の
努
力
を
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二

（
以
下
、
宝
字
と
略
す
）
の
勅
旨
大

）

般
若
経
の
写
経
に
携
わ
っ
た
秦
家
主(

は
た
の
や
か
ぬ
し)

の
書
状
に
つ
い
て
、
彼
が
、

い
つ
、
ど
う
い
う
立
場
で
、
誰
に
対
し
て
、
何
の
た
め
に
書
状
を
書
き
記
し
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
合
わ
せ
て
、
古
代
日
本
語
の
実
態
の
観
察
を
も
試
み
る
。

一

秦
家
主
の
啓
の
背
景

秦
家
主
は
、
経
師
・
校
生
と
し
て
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
か
ら
宝
亀
二
年
（
七

）

、

、

。

七
一

ま
で

約
四
半
世
紀
に
亘
っ
て

写
経
所
に
勤
務
し
た
ベ
テ
ラ
ン
経
師
で
あ
る

宝
字
六
年
、
石
山
寺
増
改
築
に
伴
っ
て
、
石
山
に
お
い
て
「
勅
旨
大
般
若
経
一
部
六
〇

〇
巻
」
写
経
が
行
わ
れ
、
家
主
は
こ
の
写
経
事
業
に
従
事
し
て
い
た
。
石
山
寺
増
改
築

の
担
当
機
関
で
あ
る
造
石
山
寺
所
が
発
給
し
た
文
書
の
写
し
で
あ
る
〔
造
石
山
寺
所
解

移
牒
符
案
〕
に
依
っ
て
、
宝
字
六
年
二
月
八
日
以
前
に
石
山
へ
の
出
仕
が
要
請
さ
れ
た

（
３
）

こ
と
が
確
認
で
き
る
（
一
五
ノ
一
四
二

。
上
日
報
告
（
勤
務
報
告
）
の
「
移

（
一
六

）

」

（
４
）

ノ
二
～
三
）
に
よ
る
と
、
二
月
一
日
か
ら
七
月
二
十
九
日
ま
で
の
上
日
は

「
上
日
一
五

、

三

夕
一
五
一
」
で
あ
る
。
平
均
す
る
と
二
月
～
七
月
ま
で
、
殆
ど
休
む
こ
と
な
く
勤

務
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
八
月
以
降
の
上
日
の
資
料
は
な
い
が

「
石
山
院
大
般
若

、

経
充
本
帳

（
五
ノ
一
〇
七
～
一
〇
八
）
に
よ
る
と
、
九
月
六
日
・
十
月
六
日
・
十
一
月

」

一
日
に
本
経
が
充
本
さ
れ
て
お
り
、
大
般
若
経
の
書
写
終
了
（
十
一
月
末
頃
か
）
ま
で

石
山
で
写
経
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
秦
家
主
は
、
一
通
の
啓
を
残
し
て
い
る

『
大
日
本
古
文
書
（
編
年

』
の
釈
文

。

）

（
５
）

を
次
に
掲
げ
る
。

謹
啓

消
息
事

一

法
花
経
者
、
以
當
月
廿
三
日
始
可
奉
、

一

先
日
宣
注
文
選
、
慇
懃
欲
畫
申
人
侍
、
紙
食
料
筆
墨
等
、
備
欲
求
請
、

一

顕
无
邊
経
宜
渡
人
々
、
有
暇
間
、
可
令
奉
寫
、
諸
衆
人
等
申
、

一

経
師
闕
所
、
尾
張
足
人
預
欲
仕
奉
申
、

レ

一

若
請
暇
退
幸
者
、
若
奈
良
京
可
入
坐
事
等
、
在
道
次
可
召
、

想
心
雖
万
端
、
不
能
書
具
載
、
伏
乞
部
下
消
息
、

曲
投
一
封
、
死
罪
頓
首
謹
言
、

迤

四
月
廿
日
下
愚
秦
家
主
上

道
守
執
下

（
続
修
四
八
７

二
五
ノ
三
四
四
）

（
６
）

こ
の
啓
は
、
秦
家
主
が
写
経
所
の
様
子
を
道
守
に
知
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
年
紀

を
欠
い
て
い
る
。
啓
の
文
面
か
ら
年
紀
を
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
左
右
の
接

、

、『

』

続
状
況
か
ら

年
紀
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
あ
る
が

正
倉
院
文
書
目
録

（
７
）

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
は
、
接
続
に
つ
い
て
何
も
記
さ
な
い
。
つ
ま
り
、
奈
良
時

代
に
貼
り
継
が
れ
た
形
跡
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
左
右
の
接
続
状
況
か
ら
年
紀

の
特
定
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
紙
背
を
見
て
み
る
と

〔
造
石
山
寺
所
造
寺
料
銭
用
帳
〕

、
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（
以
下
「
銭
用
帳
」
と
略
す
）
の
宝
字
六
年
三
月
三
十
日
か
ら
四
月
十
三
日
の
部
分
に

。

、〔

〕

、

相
当
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

こ
の
状
況
か
ら
考
え
る
と

秦
家
主
啓

を
一
次
面

〔
造
石
山
寺
所
造
寺
料
銭
用
帳
〕
を
二
次
面
と
判
断
し

〔
秦
家
主
啓
〕
の
四
月
二
十
日

、

は
、
宝
字
六
年
以
前
の
四
月
二
十
日
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
先
行

研

究

に
お
い
て
も
、
天
平
二

年

、
或
い
は
、
天
平
四

年

と
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

の
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
啓
は
、
奈
良
の
写
経
所
で
書
か
れ
た
後
に
石
山
に
持
ち
込

ま
れ
、
反
故
と
し
て
「
銭
用
帳
」
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
石
山
で
使
用
さ
れ

た
経
緯
は
不
明
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
帳
簿
の
場
合
は
、
記
事
を
日
ご
と
に
書
き
継
い
で
い
く
の
で
は
な
く
、

後
か
ら
纏
め
て
書
き
直
す
（
浄
書
）
場
合
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
検
討
し
た
の
が
山
本

。

〔

〕

、

幸
男

氏

で
あ
る

山
本
氏
の
分
析
か
ら

秦
家
主
啓

の
紙
背
部
分
を
写
し
た
の
は

（
１
１
）

宝
字
六
年
四
月
二
十
二
日
以
降
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り

〔
秦
家
主
啓
〕
の

、

四
月
二
十
日
を
宝
字
六
年
以
前
の
四
月
二
十
日
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
。
宝
字
六
年

の
四
月
二
十
日
で
あ
る
可
能
性
が
充
分
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
六
年
の
四
月
二
十

日
だ
と
す
れ
ば
、
秦
家
主
は
石
山
の
写
経
所
で
写
経
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
は
、
既
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
啓
は
、
家
主
が
石
山
の
写
経
所
で
「
道
守
」
に

宛
て
て
書
き
、
受
け
取
り
先
で
、
そ
の
紙
背
が
あ
ま
り
時
間
を
お
か
ず
に
、
造
石
山
寺

所
の
「
銭
用
帳
」
作
成
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
受
け
取
っ
た

道
守
は
、
四
月
二
十
日
頃
に
造
石
山
寺
所
に
居
た
人
物
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

道
守
は
、
し
ば
し
ば
啓
・
書
状
の
宛
名
に
登
場
す
る
人
物
で
、
写
経
所
の
実
務
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
道
守
は
、
写
経
所
案
主
の
上
馬
養
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
田
中
大
介
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（

写
経
所
文
書
に
現
れ
る

「

「
道
守
」
に
つ
い
て
―
古
代
人
物
論
の
視
座
と
し
て
―

（

続
日
本
紀
研
究
』
三
三
九

」
『

）
）
。

、

（

）

号

二
〇
〇
二
年

宝
字
六
年

上
馬
養
は
石
山
の
写
経
所
の
案
主

実
務
担
当
者

で
あ
っ
た
。

石
山
の
写
経
所
で
写
経
に
従
事
し
て
い
た
秦
家
主
が
、
何
故
、
同
じ
写
経
所
で
案
主

と
し
て
勤
務
す
る
上
馬
養
に
、
写
経
所
の
様
子
を
知
ら
せ
る
た
め
の
啓
を
書
く
必
要
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
上
馬
養
の
動
向
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
山
本
幸
男
氏
は
、
四
月
五
日
～

二
十
一
日
の
間
、
造
石
山
寺
所
案
主
で
、
造
営
担
当
の
下
道
主
が
石
山
を
離
れ
、
そ
の

間
の
帳
簿
へ
の
記
載
を
写
経
所
の
上
馬
養
に
委
ね
た
と
す
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示

し
て
い
る
の
が

「
造
石
山
寺
所
下
銭
帳

（
一
五
ノ
四
五
七
～
四
六
〇
）
で
あ
る
。
六

、

」

年
四
月
九
日
～
二
十
日
ま
で
の
、
造
石
山
寺
所
で
の
銭
の
収
納
と
支
出
を
日
次
式
に
書

い
た
帳
簿
で
あ
る
。
日
毎
の
署
名
は
す
べ
て
、
写
経
所
の
案
主
上
馬
養
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
四
月
九
日
～
二
十
日
の
間
、
上
馬
養
は
写
経
所
を
留
守
に
し
、
造
石
山
寺
所

、

、

、「

」

で

下
道
主
の
留
守
番
役
と
し
て

造
営
の
実
務
に
携
わ
っ
て

造
石
山
寺
所
下
銭
帳

を
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

上
馬
養
は
、
写
経
所
を
留
守
に
す
る
間
、
写
経
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
秦
家
主
に
写
経

所
の
こ
と
を
託
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
、
家
主
は

「
消
息
事
（
写

、

経
所
の
様
子

」
を
上
馬
養
に
書
き
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
写
経
所
の
案
主

）

が
写
経
所
に
い
な
か
っ
た
か
ら
、
経
師
が
写
経
所
の
様
子
を
案
主
に
知
ら
せ
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
石
山
の
写
経
所
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
宝
字
六
年
四
月
の
石
山
の
写
経

所
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
二
月
十
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
勅
旨
大
般
若
経
一
部
六

〇
〇
巻
の
写
経
に
つ
い
て
は
、
三
月
二
八
日
ま
で
の
間
途
切
れ
な
く
充
本
（
手
本
と
な

る
本
経
を
写
経
生
に
配
布
す
る
こ
と
）
さ
れ
て
い
る
（

石
山
院
大
般
若
経
充
本
帳
」
五

「

）
。

、

、

。

、

ノ
一
〇
七
～
一
一
〇

と
こ
ろ
が

そ
の
後

八
月
五
日
ま
で
充
本
が
な
い

つ
ま
り

大
般
若
経
一
部
六
〇
〇
巻
の
写
経
は
四
月
～
七
月
の
間
中
断
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
三

月
二
十
八
日
に
充
本
さ
れ
た
穴
太
雑
物
は
一
五
七
張
写
し
て
い
る
の
で
、
一
日
に
七
張

写
す
と
し
て
、
一
五
七
張
を
写
し
終
わ
る
の
に
二
十
二
日
の
日
数
を
要
す
る
。
丁
度
、

四
月
二
十
日
頃
に
は
、
書
写
が
完
了
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
つ
ま
り
、
写
経
所
の

こ
と
を
託
さ
れ
た
家
主
が
、
造
石
山
寺
所
に
一
時
的
に
出
向
し
て
い
る
上
馬
養
に
写
経

所
の
様
子
を
報
告
す
る
必
然
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
経
師
等
は
写
す
べ
き
経
典

が
な
い
か
ら

「
ひ
ま
」
で
あ
る
。
写
経
は
出
来
高
払
い
で
布
施
（
報
酬
）
が
支
払
わ
れ

、

る
の
で
、
写
す
べ
き
経
典
が
な
い
状
態
は
、
経
師
等
に
と
っ
て
は
、
収
入
が
な
く
な
る

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

案
主
上
馬
養
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
写
経
前
半
の
充
本
を
三
月
中
に
終
え
て

い
る
か
ら
、
四
月
九
日
以
降
、
写
経
所
を
離
れ
て
、
造
営
担
当
の
造
石
山
寺
所
の
留
守

役
を
引
き
受
け
て
も
、
問
題
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
明
ら
か
に
な
っ
た
案
主
上
馬
養
の
四
月
の
動
向
と
写
経
所
の
状
況
が

〔
秦
家

、

主
啓
〕
が
書
か
れ
た
背
景
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
秦
家
主
の
啓
を
読

ん
で
み
よ
う
。

二
、
秦
家
主
啓
の
訓
読
と
注
釈
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秦
家
主
啓
の
写
真
・
訓
読
文
・
注
釈
を
以
下
に
示
す
。

（
続
修
四
八
７
）

写
真

訓
読
文

謹
み
て
啓
す
。
消
息
の
事

一

法
花
経
者
、
当
月
廿
三
日
を
以
て
、
始
め
奉
る
可
し
。

は

一

先
日
の
宣
の
注
文
選
は
、
慇
勤
に
画
か
欲
と
申
す
人
侍
り
。
紙
・
食
料
・
筆
・
墨

ね
む
ご
ろ

む

等
を
備
む
と
欲
す
。
請
ふ
所
な
り
。

そ
な
へ

一

顕
无
辺
経
は
、
宜
し
く
渡
す
べ
し
。
人
之
暇
間
有
れ
ば
、
諸
の
衆
人
等
を
し
て
写

け
ん
む
へ
ん

の

い

と

ま

し
奉
ら
令
む
可
し
と
申
す
。

し闕
く
所
は
、
尾
張
足
人

預

め
仕
え
奉
ら
欲
と
申
す
。

一

経
師
の

か

あ
ら
か
じ

む

一

若
し
く
は
暇
を
請
ひ
て
退
り
幸
ま
し
、
若
し
く
は
奈
良
京
に
入
り
坐
す
可
き
事
等
在
ら

ま
か

い
で

ま

あ

ば
、
道
次
に
召
す
可
し
。

想
ふ
に
心
万
端
と
雖
も
、
書
き
具

に
載
す
る
能
は
ず
。
伏
し
て
、
部
下
の
消
息
を
乞
ふ
。
迤

つ
ぶ
さ

の

あ
た

曲
す
れ
ど
一
封
を
投
ず
。
死
罪
頓
首
謹
み
て
言
す
。

ま
う四

月
廿
日

下
愚

秦
家
主

上

る

た
て
ま
つ

道
守
執
下

ち

も

り

注
釈

公
式
令
に
定
め
る
啓
は
、
皇
太
子
（
三
后
）
の
承
認
を
得
る
場
合
に
用
い
ら

▼
啓

れ
る
公
文
書
で
あ
る
が
、
正
倉
院
文
書
に
見
ら
れ
る
啓
の
多
く
は
そ
う
し
た
も
の
で
は

な
く
、
個
人
も
し
く
は
官
司
が
差
し
出
す
上
申
文
書
や
書
状
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

様
子
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
奉
写
勅
旨
大
般
若
経
所
、
或
い
は
奉
写
石
山
院
大
般

▼
消
息

若
所
等
と
称
さ
れ
る
石
山
の
写
経
所
の
様
子
の
こ
と
と
解
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
後

述
。

こ
の
啓
の
差
出
し
が
四
月
二
十
日
で
あ
る
か
ら
、
「
当
月
二
十
三
日
」
は
四
月
二

▼
当
月

十
三
日
で
あ
る
。
年
紀
は
、
先
述
の
通
り
、
宝
字
六
年
で
あ
る
。

「
法
花
経
の
書
写
を
始
め
る
」
意
に
解
し
た
い
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
「
可
奉
始
」

▼
始
可
奉

と
あ
る
べ
き
。
語
順
が
逆
転
し
た
か
。
宝
字
六
年
四
月
頃
に
法
花
経
の
書
写
を
示
す
資
料
は

管
見
に
及
ば
な
い
。
三
条
目
に
話
題
と
な
る
「
顕
无
辺
経
」
と
「
法
花
経
」
が
セ
ッ
ト
の
用
度
申

請
の
解
の
断
簡
（
二
五
ノ
三
四
五
～
三
四
六
）
が
あ
る
が
、
年
紀
を
欠
き
、
い
つ
の
写
経
な
の
か

特
定
す
る
手
が
か
り
が
無
い
。

文
選
の
李
善
注
か
。
正
倉
院
文
書
に
文
選
李
善
注
の
抜
書
が
残
っ
て
い
る

▼
注
文
選

（
続
々
修
四
四
ノ
一
〇
裏

～

『
大
日
本
古
文
書
』
未
収
）
。

28

30
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奈
良
時
代
の
和
語
は
「
ネ
モ
コ
ロ
」
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』一
七
二
三
番
に
「
河
蝦
鳴

▼
慇
勤

く
六
田
の
河
の
川
楊
の
根
毛
居
侶
見
れ
ど
飽
か
ぬ
河
か
も
」
と
あ
る
。

写
経
所
に
私
的
に
写
経
等
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、
様
々
な
資
料

▼
紙
食
料
筆
墨
等
備

か
ら
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
際
、
依
頼
者
は
、
必
要
経
費
を
写
経
所
に
差
し
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
紙
・
筆
・
墨
か
ら
食
料
、
写
経
生
へ
の
布
施
（
報
酬
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
も
、
お
そ
ら
く

個
人
的
な
注
文
選
書
写
の
依
頼
に
対
し
て
、
書
写
す
る
人
が
い
る
の
で
、
必
要
な
物
品
を
請

求
し
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
る
と
解
せ
る
。
『
大
日
本
古
文
書
』
は
、
「
墨
等
」
と
「
備
」
の
間
に
句

読
を
施
す
が
、
連
続
さ
せ
て
訓
読
し
た
。

『
大
日
本
古
文
書
』
は
「
求
請
」
と
翻
字
す
る
が
、
写
真
の
字
形
か
ら
「
求
」
で
な
く

▼
所
請

「
所
」
の
字
形
に
近
い
と
判
断
し
、
「
所
請
」
と
し
て
訓
読
し
た
。

顕
无
辺
経
の
本
経
を
写
経
所
に
渡
し
て
下
さ
い
と
い
う
意
か
。

▼
渡

『
大
日
本
古
文
書
』
は
「
人
々
」
と
翻
字
す
る
が
写
真
で
明
ら
か
な
様
に
、
「
々
」

▼
人
之

で
は
な
く
「
之
」
で
あ
る
。

イ
ト
マ
と
訓
読
し
、
ひ
ま
、
時
間
に
ゆ
と
り
の
あ
る
様
を
表
現
し
て
い
る
と
解
釈

▼
暇
間

す
る
。
正
倉
院
文
書
で
「
暇
」
と
あ
れ
ば
、
「
休
暇
」
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
、

石
山
の
写
経
所
の
宝
字
六
年
四
月
下
旬
の
状
況
と
文
脈
か
ら
、
大
般
若
経
の
前
半
期
の
書
写

が
一
段
落
し
て
、
次
の
本
経
が
渡
さ
れ
て
い
な
い
状
態
、
つ
ま
り
、
「
仕
事
と
仕
事
の
間
の
何
も

し
な
い
と
き
」
の
意
を
表
現
し
て
い
る
と
解
す
。

石
山
の
写
経
所
で
は
、
大
般
若
経
以
外
に
理
趣
経
二
巻
と
観
音
経
百
巻
の
書
写
を
行
っ
て

い
る
。
理
趣
経
二
巻
は
、
二
月
十
一
日
に
充
本
さ
れ
て
い
る
の
で
、
四
月
ま
で
に
は
終
了
し
て
い

る
。
観
音
経
百
巻
の
書
写
は
、
七
月
二
十
五
日
ま
で
に
は
終
了
し
て
い
る
（
続
修
九
裏
６
・
７

『
大
日
本
古
文
書
』
未
収
）
。
四
月
下
旬
か
ら
七
月
二
十
五
日
の
間
に
、
観
音
経
百
巻
（
五
ノ

四
五
七
～
四
五
八
）
を
六
人
（
☆
印
の
人
物
）
で
書
写
し
た
と
し
て
も
、
五
月
下
旬
ま
で
に
は

終
了
し
て
し
ま
う
。
従
っ
て
、
石
山
の
写
経
所
と
し
て
は
、
四
月
二
十
日
時
点
で
、
こ
の
先
あ
ま

り
仕
事
の
な
い
「
ヒ
マ
」
な
時
期
に
な
る
と
予
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
月
十
一
日
か
ら
四
月
下
旬
ま
で
の
大
般
若
経
書
写
の
前
半
期
に
、
写
経
を
行
っ
た
経
師

一
〇
人
と
、
書
写
し
た
二
十
五
帙
を
示
す
。
観
音
経
百
巻
を
写
し
た
経
師
は
六
人
で
あ
る
。

淡
海
金
弓
（
１
・
２
・

）

山
下
老
（
３
・

・

）

21

12

22

☆
穴
太
雑
物
（
４
・

・

）

☆
鬼
室
石
次
（
５
・

・

）

13

23

14

24

☆
秦
家
主
（
６
・

・

）

☆
張
兄
万
呂
（
７
・

・

）

15

25

17

27

☆
張
布
治
万
呂
（
８
・

・

）

古
月
足
（
９
）

18

28

大
窪
石
弓
（

・

）

☆
信
濃
虫
万
呂
（

）

10

20

16

（

）
内
は
、
帙
を
示
す
。

☆
は
観
音
経
百
巻
を
書
写
し
た
経
師
を
示
す
。

資
料
は
、
「
石
山
院
大
般
若
経
充
本
帳
」
（
五
ノ
一
〇
七
～
一
一
〇
）
と

。

「
写
経
料
紙
充
用
注
文
」
（
五
ノ
四
五
七
～
四
五
八
）
で
あ
る

ま
た

「
暇
間
」
に
対
し
て

「
イ
ト
マ
」
と
訓
読
す
る
例
が

『
続
日
本
紀
』
慶
雲
四

、

、

、

年
七
月
壬
子
（
十
七
日
）
条
の
宣
命
第
三
詔
に
「
朕
御
身
労
坐
故
、
暇
間
（
い
と
ま
）

。
」

。「

」

、

。

得
而
御
病
欲
治

に
あ
る

暇

は
正
倉
院
文
書
で
は

休
暇
の
意
で
用
い
ら
れ
る

「

」

、「

」

。

休
暇
の
意
で

暇
間

を
用
い
た
例
は

請
暇
不
参
解

二
三
〇
通
余
の
中
に
は
な
い

こ
の
〔
秦
家
主
啓
〕
の
五
条
目
の
「
若
請
暇
退
幸
」
の
「
暇
」
は

「
休
暇
」
の
意
に
解

、

せ
る
。
家
主
は

「
休
暇
」
と
「
時
間
の
ゆ
と
り
」
の
意
の
「
イ
ト
マ
（
暇
間

」
と
を

、

）

表
記
上
書
き
分
け
た
の
で
は
な
い
か
。

「

」

、

、

▼

石
山
院
大
般
若
経
充
本
帳

に
よ
る
と

経
師
の
一
人
古
月
足
は

経
師
闕
所

二
月
に
第
九
帙
を
書
写
し
、
三
月
二
十
四
日
に
第
十
九
帙
を
充
当
さ
れ
た
が
、
書
写
し

な
い
で
石
山
を
去
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
山
の
写
経
所
で
経
師

の
欠
員
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

経
師
。
宝
字
二
年
か
ら
景
雲
元
年
の
間
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
宝
字

▼
尾
張
足
人

二
年
散
位
寮
少
初
位
下
と
あ
る
。
宝
字
二
年
・
五
年
に
は
経
師
と
し
て
写
経
を
行
っ
た

こ
と
は
資
料
上
確
認
で
き
る
が
、
六
年
に
石
山
の
写
経
所
で
写
経
に
従
事
し
た
こ
と
は

資
料
上
確
認
で
き
な
い

「
石
山
院
大
般
若
経
充
本
帳
」
に
よ
る
と
、
八
月
以
降
の
後
半

。

期
に
、
中
臣
鷹
取
・
岡
大
津
・
大
友
路
万
呂
ら
が
新
た
に
参
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
つ
ま
り
、
石
山
写
経
所
で
は
経
師
を
増
員
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
尾
張
足
人
の

採
用
は
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
申
」
の
主
語
は
、
尾
張
足
人
で
あ
ろ
う

「
預
…
申
」
で

「
か

▼
預
欲
奉
仕
申

。

、

ね
て
か
ら
（
尾
張
足
人
が
）
石
山
写
経
所
に
出
仕
し
た
い
と
申
し
て
い
ま
す

」
の
意
と

。

解
し
た
。

こ
こ
の

暇

は
休
暇
の
意
と
解
す

主
語
は
道
守

上
馬
養

あ

▼
請
暇
退
幸

「

」

。

（

）
。「
（

）

、（

）

」

な
た
様
が

休
暇
を
と
っ
て

奈
良
に

ご
退
出
あ
そ
ば
す
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

の
意
で
あ
ろ
う

「
幸
」
は
、
道
守
に
対
す
る
敬
意
表
現
で
あ
る

「
退
」
の
主
語
は
道

。

。

、「

」

「

」

。

守
で
あ
る
か
ら

退

を
尊
敬
表
現
に
す
る
た
め
に

幸

を
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
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同
様
の
例
を
正
倉
院
文
書
中
で
は
検
出
し
得
な
か
っ
た
が

『
古
事
記
』
で
は

「
遷
幸

、

、

」

、「

」

。『

』

・
登
幸
・
到
幸
・
越
幸

等
の
例
が
あ
り

イ
デ
マ
ス

と
訓
じ
て
い
る

古
事
記

の
場
合
そ
の
動
作
の
主
体
は
、
天
皇
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
人
物
で
あ
る
。

「

道
守
が
、
出
張
か
何
か
で
）
奈
良
の
京
へ
お
入
り
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ

▼
入
坐

（

い
ま
し
た
ら
」
の
意
と
解
す

「
坐
」
は
、
尊
敬
の
意
を
表
す
補
助
動
詞
と
解
す
。
道
守

。

の
行
為
「
入
」
に
対
す
る
尊
敬
表
現
で
あ
る

「
坐
」
に
つ
い
て
の
同
様
の
例
は

〔
造

。

、

〕

。

（

）

、

石
山
寺
所
解
移
牒
符
案

の
中
に
三
例
あ
る

二
例

一
五
ノ
一
六
九
・
一
七
〇

は

良
弁
に
対
す
る
尊
敬
表
現
で
あ
る
。
一
例
（
一
五
ノ
二
二
九
）
は
、
安
都
雄
足
に
対
す

る
尊
敬
表
現
で
あ
る
。

秦
家
主
が
、
道
守
に
対
し
て
「

尾
張
足
人
を
）
お
召
し
下
さ
い
」
と
依
頼
し

▼
召

（

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
部
下
」
は
配
下
の
意
で
あ
る
が

「
道
守
の
配
下
」
な
ら
、
写

▼
伏
乞
部
下
消
息

、

経
所
の
こ
と
に
な
っ
て
、
文
意
が
通
じ
な
く
な
る
の
で
、
こ
こ
は

「
そ
ち
ら
の
様
子
を

、

お
知
ら
せ
下
さ
い
」
と
い
う
意
で
表
現
し
て
い
る
と
解
す
。

「

」
は
「
斜
め
に
進
む
こ
と

「

曲
」
で
「
手
紙
の
内
容
が
曲
が
り

▼
迤
曲

迤

迤

」
。

く
ね
っ
て
い
ま
す
」
の
意
で
あ
ろ
う

「
充
分
に
意
を
尽
く
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
謙

。

遜
の
表
現
で
あ
る

「

曲
」
は

『
大
漢
和
辞
典
』
や
『
漢
語
大
詞
典
』
に
熟
語
と
し

。

、

迤

て
掲
出
さ
れ
な
い
。

▼

死
罪
も
頓
首
も
共
に
書
簡
文
や
上
表
文
の
冒
頭
や
終
わ
り
に
つ
け
る

死
罪
頓
首

書
簡
用
語
で
あ
る
。
死
罪
は
死
に
相
当
す
る
意
で
、
失
礼
を
詫
び
る
気
持
ち
を
表
す
。

頓
首
は
ぬ
か
ず
く
の
意
で
、
相
手
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
語
。
こ
の
書
簡
用
語
や

「
想

、

心
雖
万
端
、
不
能
書
具
載

「

曲
投
一
封
」
等
も
書
簡
特
有
の
表
現
で
あ
る
。

」

迤

差
出
所
の
自
己
に
つ
け
た
謙
称
。

▼
下
愚

。

「

」

、

▼
執
下

充
所
に
つ
け
ら
れ
た
脇
付

下
愚

と
共
に
書
簡
特
有
の
語
で
あ
り

こ
れ
ら
が
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
主
が
書
状
（
書
簡
）
と
し
て
こ
れ
を
道
守
に

送
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

三
、
秦
家
主
啓
の
位
置
づ
け

以
上
の
検
討
か
ら
、
内
容
は
五
条
に
わ
た
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
の
如
く
理
解
で

き
よ
う
。

ａ

法
花
経
の
書
写
開
始
の
報
告

ｂ

注
文
選
を
書
く
た
め
の
用
度
請
求
（
書
写
の
希
望
者
が
い
る
）

ｃ

顕
无
辺
経
の
本
経
の
請
求
（
経
師
等
が
ヒ
マ
な
の
で
、
写
経
を
し
た
い
）

ｄ

経
師
の
人
事
（
尾
張
足
人
が
写
経
を
希
望
し
て
い
る
の
で
、
召
喚
し
て
や
っ

て
欲
し
い
）

（

、

）

ｅ

召
喚
の
希
望

奈
良
に
出
向
い
た
折
り
に

尾
張
足
人
を
召
喚
し
て
欲
し
い

ｂ
は
、
私
的
な
依
頼
に
よ
る
書
写
で
あ
ろ
う
。

先
に
示
し
た
よ
う
に
、
ａ
・
ｃ
の
写
経
に
関
す
る
資
料
も
殆
ど
無
い
に
等
し
い
。
石

山
の
写
経
所
（
奉
写
勅
旨
大
般
若
経
所
）
で
、
公
的
に
写
す
べ
き
経
典
と
し
て
の
大
般

若
経
一
部
六
〇
〇
巻
・
理
趣
経
二
巻
・
観
世
音
経
一
〇
〇
巻
の
写
経
事
業
は

「
石
山
院

、

大
般
若
所
充
本
帳
」
や
〔
造
石
山
寺
所
解
移
牒
符
案
〕
中
の
〔
造
石
山
院
所
解

申
考

中
行
事
事

（
続
修
九
裏
６
『
大
日
本
古
文
書
』
未
収
）
で
確
認
で
き
る
が
、
法
花
経
・

〕

顕
无
辺
経
の
写
経
は

「
行
事
」
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
或
い
は
、
石
山
寺
造
営

、

に
関
連
す
る
写
経
と
は
別
に
作
成
さ
れ
た
た
め
、
一
連
の
石
山
寺
造
営
関
係
資
料
群
の

中
に
残
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
本
来
は
、
奈
良
の
写
経
所
で
行
わ
れ
る

べ
き
間
写
経
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
と
き
石
山
の
勅
旨
大

（
１
２
）

般
若
経
写
経
の
た
め
、
奈
良
の
写
経
所
は
開
店
休
業
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
奈
良
の
写

経
所
が
行
う
べ
き
間
写
経
を
石
山
で
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え

る
根
拠
は
、
経
師
等
の
上
日
報
告
に
示
さ
れ
る
写
紙
数
の
多
さ
で
あ
る
。

〔
造
石
山
寺
所
解
移
牒
符
案
〕
の
中
に
、
経
師
の
上
日
報
告
（
十
六
ノ
一
～
三
）
が

あ
る
。
期
間
は
、
二
月
一
日
か
ら
七
月
二
十
九
日
で
あ
る
。
こ
の
間
の
写
経
は
、
大
般

若
経
の
前
半
期
の
二
五
帙
分
と
観
世
音
経
百
巻
で
あ
る
。
各
々
、
経
師
ご
と
の
写
紙
数

が
わ
か
る
の
で
、
合
計
し
て
、
上
日
の
写
紙
数
と
つ
き
合
わ
せ
て
み
る
。
秦
家
主
と
張

。

「

」

。

布
治
万
呂
の
場
合
を
検
討
す
る

充
本
帳
の
写
紙
数
は

定

の
写
紙
数
で
計
算
す
る

秦
家
主

大
般
若
経
五
三
一
張
（
六
・
一
五
・
二
五
帙
）

観
世
音
経

四
〇
張
（
八
巻
分
）

合
計
五
七
二
張

上
日
報
告

六
五
〇
張

差

七
八
張

張
布
治
万
呂

大
般
若
経
五
三
三
張
（
八
・
一
八
・
二
八
帙
）

観
世
音
経

四
〇
張
（
八
巻
分
）

合
計

五
七
三
張
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上
日
報
告

六
八
〇
張

差
一
〇
七
張

こ
の
よ
う
に
、
上
日
報
告
を
見
る
限
り
、
大
般
若
経
・
理
趣
経
・
観
世
音
経
以
外
に
、

何
か
写
経
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
秦
家
主
啓
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
、
法
花
経
や
顕
无
辺
経
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
四
月
下
旬
以
降
は
書
写
す
べ
き
も
の
が
な
い
と
、
経
師
等
は
布
施

が
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
注
文
選
も
写
し
ま
す
よ
、
顕
无
辺
経
も
写
し
ま

す
よ
、
ど
し
ど
し
仕
事
を
回
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
希
望
を
、
秦
家
主
は
経
師
を
代
表

し
て
書
き
記
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ｄ
・
ｅ
は
、
経
師
仲
間
で
あ
る
尾
張
足
人
の
個
人
的
な
依
頼
を
、
案
主
で
あ
る
上
馬

養
に
取
り
次
い
で
い
る
内
容
で
あ
る
。
家
主
は
、
石
山
の
写
経
所
で
三
月
末
に
は
経
師

に
欠
員
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
の
で
、
尾
張
足
人
を
採
用
す
る
よ
う
に

働
き
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
尾
張
足
人
を
採
用
し
て
く
だ
さ
る
な
ら
ば
、

、

休
暇
で
奈
良
に
お
帰
り
に
な
る
と
き
に
で
も
、
或
い
は
出
張
で
奈
良
の
京
へ
お
入
り
に

な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
道
中
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
召
喚
し
て
や
っ
て

く
だ
さ
い
ま
せ

」
と
丁
寧
な
文
言
（
退
幸
・
入
坐
）
を
連
ね
て
お
願
い
を
し
て
い
る
。

。

、

。

つ
ま
り
ａ
～
ｅ
の
う
ち

純
然
た
る
業
務
報
告
は
ａ
だ
け
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う

、

、

ｂ
・
ｃ
は
写
経
所
の
請
け
負
っ
た
仕
事
で
あ
る
か
ら

業
務
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
が

経
師
等
を
代
表
し
て
の
お
願
い
の
比
重
が
高
い
。
ｄ
・
ｅ
は
個
人
的
に
頼
ま
れ
た
お
願

い
で
あ
る
。

ま
た
、
純
然
た
る
業
務
報
告
な
ら
「
解
」
の
形
式
で
書
く
の
が
通
例
で
あ
る
。
例
え

ば
、
造
石
山
寺
所
が
造
営
の
総
指
揮
官
で
あ
る
東
大
寺
上
院
の
良
弁
に
、
造
営
の
進
捗

状
況
を
知
ら
せ
た
文
書
は

造
石
山
寺
所
解

申
消
息
事

で
始
ま
り

書
止
め
は

以

、「

」

、

「

前
消
息
、
附
秦
足
人
、
申
上
如
件
、
以
解

」
と
あ
り
、
公
式
令
の
解
の
形
式
を
と
る
。

。

石
山
造
営
に
関
し
て
「
消
息
事
」
と
記
さ
れ
る
業
務
報
告
の
文
書
は
他
に
四
通
あ
る
。

こ
の
う
ち
三
通
は
「
解
」
の
形
式
で
あ
る
。

こ
の
文
書
を
出
し
た
四
月
二
十
日
は
、
勅
旨
大
般
若
経
書
写
の
前
半
期
の
終
了
時
期

で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
家
主
は
、
写
経
所
を
留
守
に
し
て
い
る
案
主
に
写

経
所
の
様
子
（
消
息
）
を
知
ら
せ
る
立
場
に
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
解

文
に
特
有
の
「
～
事
」
と
い
う
事
書
に

「
消
息
事
」
と
書
い
て
差
し
出
し
て
い
る
と
考

、

え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
、
な
ぜ
「
解
」
の
形
式
を
と
ら
な
か
っ
た
の
か
。

家
主
に
と
っ
て
は
、
表
向
き
は
「
消
息
事
」
で
あ
っ
て
も
、
経
師
を
代
表
し
て
仕
事

、

、

を
も
ら
う
た
め
の
依
頼
や

尾
張
足
人
の
個
人
的
な
依
頼
の
取
り
次
ぎ
を
す
る
こ
と
が

こ
の
文
書
の
本
当
の
目
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
「
解
」
で
は
な
く

「
啓
」

、

迤

の
形
式
を
と
り

書
簡
に
特
有
の
書
止
の
表
現

想
心
雖
万
端

不
能
書
具
載

や

、

「

、

」

「

曲
投
一
封
、
死
罪
頓
首
謹
言

、
さ
ら
に
充
所
に
脇
付
を
付
し
た
り
、
差
出
所
に
謙
称
を

」

付
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

文
書
の
前
半
部
は
、
職
務
上
の
業
務
報
告
の
体
裁
と
内
容
を
備
え
て
い
る
が
、
後
半

部
は
個
人
的
な
お
願
い
を
含
む
、
依
頼
を
主
と
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

文
書
の
書
式
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
公
式
令
で
定
め
る
解
の
形
式
と
、
個
人
の
出
す

書
状
の
形
式
と
が
混
じ
り
合
っ
た
形
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
公
式
令
で
規
定
さ
れ
る
「
解
」
に
は
見
ら
れ
な
い
、
敬
語
表
現
（
侍
・
幸
・

坐
）
が
使
わ
れ
る
の
も
、
書
状
で
あ
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
依
頼
を
主
と
す
る
た

め
に
生
じ
た
特
徴
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め

以
上

〔
秦
家
主
啓
〕
の
背
景
を
検
討
し
、
訓
読
と
注
釈
に
よ
る
内
容
の
検
討
を
行
う

、

こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
が
、
い
つ
、
ど
う
い
う
立
場
で
、
誰
に
対
し
て
、
何
の
た
め
に
啓

を
書
き
記
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
下
に
整
理
す
る
。

＊
誰
が
・
・
・
・
・
・
・
石
山
の
奉
写
勅
旨
大
般
若
所
で
写
経
に
従
事
し
て
い
た
写
経

生
秦
家
主
が

＊
い
つ
・
・
・
・
・
・
・
勅
旨
大
般
若
経
の
前
半
期
の
書
写
が
一
段
落
し
、
写
す
べ
き

経
典
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
宝
字
六
年
四
月
二
十
日
に

＊
ど
う
い
う
立
場
で
・
・
写
経
生
で
あ
る
が
、
一
時
的
に
写
経
所
の
留
守
を
預
か
る
立

場
で

＊
誰
に
・
・
・
・
・
・
・
石
山
寺
造
営
機
関
で
あ
る
造
石
山
寺
所
の
留
守
を
一
時
的
に

預
か
っ
て
い
た
写
経
所
の
案
主
上
馬
養
に

＊
何
の
た
め
に
・
・
・
・
写
経
所
の
様
子
を
知
ら
せ
る
た
め
、
さ
ら
に
、
写
経
生
を
代

表
し
て
仕
事
を
貰
う
依
頼
の
た
め
、
加
え
て
、
尾
張
足
人
の

採
用
依
頼
の
た
め
に

解
で
は
な
く
、
書
状
と
し
て
「
啓
」
を
書
き
記
し
た
。

一
見
す
る
と
無
味
乾
燥
な
文
書
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
文
書
の
背
景
や
、
そ
の
文
書

の
置
か
れ
た
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
下
級
官
人
達
の
役
所
で
の
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実
態
が
垣
間
見
え
る
。
下
級
官
人
同
士
の
情
報
の
や
り
と
り
や
上
司
へ
の
取
り
な
し
方

等
、
生
の
人
間
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
人
間
関
係
を
反
映
さ

せ
る
言
語
表
現
が
、
特
に
啓
や
書
状
に
中
に
は
よ
く
現
れ
る
。
日
本
語
固
有
の
文
字
を

（
１
３
）

持
た
な
か
っ
た
八
世
紀
の
日
本
で
は
、
漢
字
漢
文
で
書
く
こ
と
が
唯
一
の
書
記
言
語
で

あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
正
格
漢
文
が
指
向
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
的
な
人
間
関

係
の
中
で
表
現
さ
れ
る
日
本
語
は
、
中
国
の
漢
文
の
格
の
中
に
は
め
込
む
こ
と
は
で
き

な
い
。
従
っ
て
、
破
格
の
漢
文
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
そ
こ

に
こ
そ
、
生
き
た
古
代
の
日
本
語
の
姿
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）
正
倉
院
文
書
は
、
奈
良
正
倉
院
に
伝
来
し
た
奈
良
時
代
最
大
の
第
一
次
資
料
群
で
あ
る
。
東
大
寺

写
経
所
の
残
し
た
文
書
帳
簿
を
そ
の
中
心
と
す
る
。
現
在
、
正
倉
院
古
文
書
四
五
巻
（
正
集
）、
続
修
正

倉
院
古
文
書
五
〇
巻
（
続
修
）
、
続
修
正
倉
院
古
文
書
後
集
四
三
巻
（
続
修
後
集
）
、
続
修
正
倉
院
古

文
書
別
集
五
〇
巻
（
続
修
別
集
）
、
正
倉
院
塵
芥
文
書
三
九
巻
三
冊
附
蝋
燭
文
書
一
袋
（
塵
芥
）
、
続

々
修
正
倉
院
古
文
書
四
四
〇
巻
又
二
冊
（
続
々
修
）
、
合
わ
せ
て
六
六
七
巻
五
冊
が
正
倉
院
文
書
と
し

て
中
倉
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
狭
義
の
正
倉
院
文
書
で
あ
る
。
一
般
に
正
倉
院
文
書
と
称
す
る

場
合
は
、
狭
義
の
正
倉
院
文
書
に
、
献
物
帳
・
曝
涼
帳
・
出
納
関
係
文
書
・
丹
裹
文
書
等
の
北
倉
文
書
や

宝
物
に
付
随
し
た
文
書
・
庫
外
流
出
文
書
・
東
大
寺
献
納
文
書
等
を
加
え
た
も
の
を
指
す
こ
と
も
あ

る
。
広
義
の
正
倉
院
文
書
で
あ
る
。
古
代
史
や
国
語
史
の
研
究
史
料
と
し
て
、
正
倉
院
文
書
と
称
す
る

と
き
は
、
狭
義
の
正
倉
院
文
書
を
指
す
。
ま
た
、
正
倉
院
文
書
の
大
半
は
、
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』

二
五
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
東
大
寺
写
経
所
と
称
さ
れ
る
機
関
は
、
光
明
子
家
の
写
経
組
織
か
ら
皇
后
宮
職
管
下
の
写
経
組

織
、
さ
ら
に
金
光
明
寺
写
経
所
、
造
東
大
寺
司
写
経
所
へ
と
変
遷
し
た
写
経
組
織
で
あ
る
。
代
表
さ
せ

て
東
大
寺
写
経
所
と
し
た
。
写
経
所
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
山
下
有
美
氏
『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研

究
』
（
吉
川
弘
文
館

一
九
九
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
３
）
資
料
の
名
称
は
、
正
集
・
続
修
・
続
修
後
集
・
続
修
別
集
・
塵
芥
所
属
の
も
の
は
、
『
正
倉
院
文
書
目

録
』
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
の
名
称
に
従
い
、
〔

〕
を
付
す
。
そ
れ
以
外
は
、
『
大
日
本
古
文
書
（
編

年
）
』
の
名
称
に
従
い
、
「

」
を
付
す
。

（４
）
（
一
五
ノ
一
四
二
）
は
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
巻
一
五
の
一
四
二
頁
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
５
）
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
の
釈
文
に
は
翻
刻
の
誤
り
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
ま
ま
揚
げ
る
。
訂

正
は

に
お
い
て
示
す
。

二
、
秦
家
主
啓
の
訓
読
と
注
釈

（
６
）
（
続
修
四
八
７
）
は
、
正
倉
院
文
書
の
所
属
を
示
し
、
続
修
第
四
八
巻
の
第
七
紙
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。

（
７
）
正
倉
院
文
書
の
紙
背
に
注
目
し
た
天
保
～
明
治
の
整
理
成
巻
に
よ
っ
て
、
写
経
所
の
残
し
た
文
書

帳
簿
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
奈
良
時
代
の
姿
に
復
原
す
る
た
め
に
は
、
原
本
調
査
に
よ
る
断

簡
の
接
続
情
報
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
原
本
調
査
の
成
果
を
公
刊
し
た
の
が
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
で

あ
る
。

（
８
）
『
南
京
遺
芳
』
の
解
説
補
注
。
岡
藤
良
敬
氏
『
日
本
古
代
造
営
史
料
の
復
原
研
究
』
第
十
一
章
銭
用

帳
の
表
裏
関
係
。
山
本
幸
男
氏
「
造
石
山
寺
所
の
帳
簿
に
使
用
さ
れ
た
反
故
文
書
」
の
「
図
１
帳
簿
の
作

成
と
反
故
文
書
の
使
用
」
で
は
不
明
の
中
に
入
れ
る
。

（
９
）
『
南
京
遺
芳
』
の
解
説
補
注
は
、
「
文
中
に
尾
張
足
人
が
経
師
と
し
て
仕
え
た
い
と
申
し
て
い
る
く
だ

り
が
あ
る
が
、
宝
字
二
年
六
月
に
は
足
人
が
経
師
と
し
て
見
え
る
の
で
、
こ
の
啓
は
そ
れ
よ
り
前
、
さ
ほ

ど
遡
ら
ぬ
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
」
と
す
る
。

（

）
岡
藤
良
敬
氏
は
『
日
本
古
代
造
営
史
料
の
復
原
研
究
』
の
中
で
、
〔
秦
家
主
啓
〕
に
つ
い
て
、
「
年
次
は

10不
明
だ
が
、
記
載
内
容
か
ら
宝
字
四
年
の
法
花
経
書
写
に
関
連
か
と
み
ら
れ
る
の
で
…
」
と
、
宝
字
四

年
と
推
定
す
る
。
し
か
し
、
宝
字
四
年
の
法
花
経
書
写
は
、
四
月
一
日
が
写
経
の
宣
で
、
四
月
二
十
六

日
付
で
布
施
申
請
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
四
月
二
十
三
日
か
ら
開
始
と
い
う
の
は
、
時
間
的
に
難
し
い

の
で
、
宝
字
四
年
の
推
定
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

（

）
山
本
幸
男
氏
「
造
石
山
寺
所
の
帳
簿
―
筆
跡
の
観
察
と
記
帳
作
業
の
検
討
―
」
（
『
相
愛
大
学
研

11究
論
集
』

（
１
）
（２
）
、

（
１
）
、
一
九
九
七
、
一
九
九
八
）

14

15
(

)

薗
田
香
融
氏

南
都
仏
教
に
お
け
る
救
済
の
論
理

序
説

―
間
写
経
の
研
究
―

に

天

『

（

）

』

、「

12平
期
の
中
央
官
営
写
経
所
で
は
、
歴
代
御
願
の
一
切
経
の
書
写
を
主
た
る
任
務
と
し
て
き
た
が
、
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そ
れ
を
当
時
の
古
文
書
で
は
「
常
写
」
と
よ
び
、
こ
れ
と
平
行
し
て
行
わ
れ
る
一
切
経
以
外
の
臨

時
の
写
経
を
「
間
写
」
と
よ
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

」
と
あ
る
。

。

(
)

正
倉
院
文
書
の
啓
・
書
状
に
つ
い
て
は
、
黒
田
洋
子
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
訓
読
と
注
釈
が
試

13み
ら
れ
て
い
る

『
正
倉
院
文
書
の
訓
読
と
注
釈
―
啓
・
書
状
―

（
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費

。

』

補
助
金

基
盤
研
究
Ｃ
「
正
倉
院
文
書
訓
読
に
よ
る
古
代
言
語
生
活
の
解
明
」
研
究
成
果
報
告
書

Ⅱ

代
表
桑
原
祐
子
）
に
正
倉
院
文
書
中
の
す
べ
て
の
啓
・
書
状
の
訓
読
と
注
釈
を
収
録
し
、
正

倉
院
文
書
の
啓
・
書
状
の
特
徴
に
つ
い
て
の
考
察
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
ｃ

「
正
倉
院
文
書
に
よ
る
日
本
語
表
記
成

）

立
の
解
明

（
研
究
代
表
者

桑
原
祐
子
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

」


